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１． はじめに

ダム工事積算の基準化作業は，昭和４５年４月に

「特定多目的ダム積算資料（案）」を作成したのが

始まりとなっています。その後現場における実態

調査が開始され，昭和５４年４月からは，「ダム工

事積算資料」となりました。その後も社会情勢の

変化やダム技術の進展等に応じ適宜見直しを実施

してきており，近年では，平成１１年に SI 単位系

にあわせた改正等を，平成１２年には一般土木積算

の改定に伴う記載方法の変更等を行っています。

今回の改正は，平成１２年度までに実施した全国

のダム工事現場における実態調査結果を分析し，

拡張レア工法（ELCM）を新規制定したことをは

じめ，現場実態に合わせた所要の改正を行ったも

のです。

なお，「ダム工事積算資料」は，ダム工事が

個々の現場条件によって使用する機械器具，規格

等が異なるため，歩掛の標準化が困難であること

等の理由から土木工事標準歩掛とは個別の積算体

系として位置付けられており，これまでに各地方

整備局等のダム工事現場で運用されています。

２． 今回の改正概要について

今回の改正は，全国の工事実施中のダムについ

て実態調査を行い，この結果に基づいて以下の項

目について改正いたしました。それぞれの改正概

要は次のとおりとなっています。

�．総則

労務費の賃金対象時間の算定（コンクリートダ

ム堤体工）の濁水処理工について，現行の賃金対

象時間算定方式を廃止し，賃金対象時間は８時間

を標準とした。

�．ダム土工

� 岩石掘削の標準歩掛

� 本体掘削および原石山掘削に係る填材製作に

係る標準歩掛の見直し

本体掘削（本ベンチカット，小ベンチカット，

フィルダム監査廊掘削）および原石山掘削におけ

る発破作業時の填材製作について，作業の簡略化

が進んでいるとの現場実態調査結果に基づき，普

通作業員の標準歩掛を変更した（表―１）。

� 本体掘削および原石山掘削に係るブルドーザ

またはバックホウ運転時間の見直し

本体掘削（本ベンチカット，小ベンチカット，

フィルダム監査廊掘削）および原石山掘削におけ

るブルドーザまたはバックホウの運転時間につい
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て，ダムごとの現場状況に応じて算出する方式に

変更した。

� 岩石小割（機械小割の場合）標準歩掛の見直

し

岩石小割（機械小割の場合）について，作業効

率が向上しているとの現場実態調査結果に基づ

き，標準歩掛を見直した（表―２）。


 岩盤面処理の標準歩掛

� 仕上げ掘削標準歩掛の見直し

岩盤面処理の仕上掘削について，作業効率が向

上しているとの現場実態調査結果に基づき，標準

歩掛を見直した（表―３）。

� 岩盤清掃標準歩掛の見直し

岩盤清掃について，バキューマの使用が一般的

となってきたことによる標準化と，これに伴う標

準歩掛および機械運転時間を変更した（表―４）。

�．コンクリートダム堤体工

� 設備別編成人員

表―１ 普通作業員の標準歩掛
（１００m3当たり）

工 種
普通作業員 員数（人）

軟岩� 硬岩

本ベンチカット ２．５m １．８ １．２
５．０m ２．１ １．４

小ベンチカット ２．７ ３．１

フィルダム監査廊掘削 ０．８ １．１

原石山掘削 ８m ０．９ １．１
１５m ０．４ ０．６

表―２ 岩石小割（機械小割の場合）標準歩掛 （１００m3当たり）

名 称 規 格 単位 員数

世話役 人 ０．８

特殊作業員 〃 １．０

普通作業員 〃 ０．７

バックホウ運転費 ０．８m3 （山積） 排出ガス対策型
（０．６m3 （平積） 排出ガス対策型）

h ６．７

ブレーカ損料 油圧式 １，３００kg級 日 １．０

チゼル損耗料 １，３００kg級用 本 ０．１

表―３ 仕上掘削標準歩掛 （１００m2当たり）

名 称 規 格 単位
員数

軟岩�・� 硬岩

世話役 人 ４．０ ５．０

特殊作業員 〃 ２０．０ ２５．０

普通作業員 〃 ２４．０ ２６．０

ピックハンマ損料 日 １４ １４

空気圧縮機運転費 可搬式スクリュ ５．０m3／min 排出ガス対策型 〃 ４ ４

表―４ 岩盤清掃標準歩掛 （１００m2当たり）

名 称 規 格 単位
員数

コンクリートダム フィルダム

世話役 人 ４．０ ４．０

特殊作業員 〃 １２．０ １２．０

普通作業員 〃 ４０．０ ３６．０

空気圧縮機運転費 可搬式スクリュ ５．０m3／min 排出ガス対策型 日 ４ ４

排水ポンプ運転費 排水ポンプ口径５０mm（揚程１５m） h ４４ ―

バキューマ運転費 １８m3／min ４．５t 車 〃 １６ ―

・空気圧縮機の運転日当たり運転時間は，コンクリートダム：３．７h，フィルダム：３．３h
・排水ポンプの運転日当たり運転時間は，５．５h
・バキューマの運転日当たり運転時間は，４．０h
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コンクリート打設の編成人員のうち，手動のコ

ンクリート締固めの特殊作業員の人員を現場実態

調査結果に基づき，２N 人（N：バイブレータ台

数）に変更した。


 打設面処理および養生

打設面処理および養生標準歩掛について，これ

までRCD等としてきた項目を，拡張レア工法の

施工実績が増加してきたことから，RCDと拡張

レアに区分した（表―５）。

� 濁水処理

濁水処理設備の自動化が進んだこと等により，

設備規模にかかわらず編成人員は同程度であると

いう現場実態調査結果に基づき，編成人員を世話

役０．５人，特殊作業員２．５人，普通作業員１．０人に

統一した。また，脱水装置を有する設備が一般的

となったことから，機械脱水装置を有しない場合

の注意書きを削除した。

� RCD工法の堤体工計画

RCD用コンクリート打設において，仕上げ転

圧を行うことを標準とし，使用機械は章動ローラ

（７t），締め固め回数は試験施工等により決定す

ることを記述した。

� RCD工法の標準作業量

� コンクリート製造設備の公称能力の見直し

コンクリート製造設備が多様化していることか

ら，公称能力表を削除し，練り混ぜサイクルタイ

ムにより算定することとした。

� コンクリート運搬（ダンプトラック）の作業

効率およびサイクルタイムの見直し。

現場実態調査結果に基づき，作業効率を運搬方

式にかかわらず，０．９を標準とした。また，１サ

イクル当たりの所要時間の Cm1，Cm4および洗車

が必要な場合の洗浄時間についても見直した。

○Cm1：コンクリート積込み，コンクリート荷卸

し時間（表―６）

○Cm4：堤体外運搬時間（sec）

Cm4＝３，６００×L／V（L＝往復運搬距離（km），

V＝堤体外運搬速度（１５km／h））

○現場条件，運搬方式等により洗車が必要な場合

は，ダンプトラック１サイクル当たり所要時間

（Cm）に洗浄時間を加算するものとし，洗浄時

間は人力の場合２５秒，機械設備の場合１０秒を標

準とした。

� コンクリート敷均し作業量の表形式化

ブルドーザによるRCD用コンクリートの敷均

しおよびトラクタショベルによる外部コンクリー

ト等の打設現場内の運搬作業量について，土木工

事積算基準の表記と整合を図るため，作業量計算

方式から表形式の表記に変更した（表―７，８）。

� コンクリート締固め機械の標準化

表―５ 打設面処理および養生標準歩掛 （１００m2当たり）

名 称 規 格 単位
員数

柱状 RCD 拡張レア

世話役 人 １．０ ０．５ ０．５

特殊作業員 〃 １．５ １．０ １．０

普通作業員 〃 ３．５ ２．０ ２．５

工事用高圧洗浄機運転費（電動式） ２２kW 日 ０．５ ０．５ ０．５

スライム回収機運転費（バキュームポンプ車） １８m3／min ４．５t 車 h ３．０ ２．０ ３．０

諸雑費 ％ ６．０ １４．０ ７．０

表―６ コンクリート積込み，コンクリート荷卸し時間

運搬方式

作業内容

ダンプトラック直送

ケーブルクレーン
ジブ・タワークレーン
インクライン（車載型を除く）
ベルトコンベヤ

コンクリート積込み １００sec
（コンクリート製造設備）

２５sec
（グランドホッパ，ホッパステーション）

コンクリート荷卸し ３５sec ３５sec

計 １３５sec ６０sec
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RCDコンクリートの仕上げ転圧について，現

場実態調査結果に基づき，新規に章動ローラ７t

を標準とし，締固め速度４km／h，作業効率０．６９

と制定した。

� 拡張レア工法（ELCM）の制定

近年，拡張レア工法の施工実績が増加してきた

ことから，新規に拡張レア工法の歩掛を制定した

（内容については，誌面の都合上省略させていた

だきます）。

	．フィルダム洪水吐工

� コンクリート打設締固め

� コンクリート打設（クレーン）の見直し

現場実態調査の結果，４０t吊り未満のクレーン

の使用実績が少ないことから，クレーンの規模に

よる区分を廃止し，編成人員の標準も現場実態に

合わせ，特殊作業員１．０人，普通作業員１．０人に統

一した。

� コンクリート締固め（手動バイブレータ）の

見直し

手動バイブレータによるコンクリート締固めの

編成人員について，現場実態調査結果に基づき，

標準を世話役１．０人，特殊作業員３．０人，普通作業

員４．５人に見直した。

� コンクリートポンプ車

現場実態調査の結果，配管方式による打設が少

ないことから，配管方式を採用する場合は別途圧

送管組立および撤去労務を別途計上することと

し，編成人員の標準を世話役１．５人，特殊作業員

４．０人，普通作業員４．０人に見直した。


 打設面処理および養生

打設面処理および養生について，現場実態調査

結果に基づき，標準歩掛を見直した（表―９）。


．共通仮設費

� 準備費における伐木

準備費の伐木に係る記述のうち，焼却処分が禁

止されたことに伴い，焼却にかかる記述を削除し

た。これに伴い，集積に係る歩掛を世話役０．６

人，特殊作業員１．０人，普通作業員１．８人に見直し

た。


 安全費における発破監視

現場実態調査結果に基づき，原石山における発

破監視歩掛のうち，普通作業員を４人に見直し

た。

３． おわりに

今回の改正においては，ここでご紹介した改正

部分の他，表記方法など土木工事積算基準を準拠

する部分については，表記の整合に努めました。

また，これまで一部に分かり難い表現がありまし

たが，極力分かりやすい表現に変更しています。

本積算資料については，平成１３年４月１日より

適用されています。今後も現場での実態調査を実

施し，適宜，適切に見直しを行っていくこととし

ています。

表―７ ブルドーザ

ブルドーザの規格 湿地１６t

１時間当たり作業量 １０３m3／h

（注）１層当たりの仕上げ厚さは，０．２５mとする。

表―８ トラクタショベル

作業場所 １時間当たり作業量

外部コンクリート ８１m3／h

打止部コンクリート ５３m3／h

構造物周辺コンクリート ４７m3／h

表―９ 打設面処理および養生標準歩掛 （１００m2当たり）

名 称 規 格 単位 員数

世話役 人 １．０

特殊作業員 〃 ４．０

普通作業員 〃 ５．５

工事用高圧洗浄機運転費（電動式） ２２kW 日 １．０

諸雑費 ％ ３．６
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